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９
月
定
例
議
会
９
月
16
日
の
一
般
質
問
で
日
本
共
産
党
の
中
島
た
か

し
議
員
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て
、
知
立
市
に
お
け
る

感
染
状
況
、
そ
の
特
徴
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
質
す
と
と
も
に
、
第
８

波
に
向
け
た
対
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

な
ぜ
第
７
波
の
感
染
者
が

第
６
波
の
２
倍
に
な
っ
た
か
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新型コロナウイルス感染対策

すべて県まかせでいいのか
９月議会

一般質問

こ
れ
ま
で
と
の
違
い
は

行
動
抑
制
が
な
い
こ
と

今
後
の
対
策
で
必
要
な
こ

と
＝
徹
底
し
た
検
査
体
制
を

紫
外
線
照
射
で
の
ウ
イ
ル

ス
不
活
化
装
置
を
提
案

新
安
城
10
号
踏
切
の
改
善
へ

調
査
は
10
月
6
日
未
明
よ
り

第
７
波
の
感
染
者
は
５
０
代

以
下
で
９
割
を
占
め
る

中
島
た
か
し
議
員
は
、
知
立
市
に
お

け
る
感
染
経
路
、
感
染
者
の
年
齢
構
成
、

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
状
況
を
質
し
ま
し

た
。
市
は
「
独
自
の
把
握
は
で
き
ず
、

県
の
発
表
で
知
る
の
み
」
と
し
、
感
染

者
の
年
齢
構
成
は
50
代
以
下
が
９
割
を

占
め
て
い
る
」
と
し
、
詳
細
は
「
６
月

21
日
か
ら
９
月
１
日
の
間
、
５
３
０
８

人
が
感
染
し
、
10
代
未
満
８
３
０
人
、

10
代
７
４
０
人
、
20
代
８
６
７
人
、
30

代
９
１
３
人
、
40
代
８
３
９
人

、
50

代
５
６
１
人
。
他
方
、
60
代
以
上
は
５

５
７
人
」
と
の
こ
と
。

感
染
経
路
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
状
況

は
、
把
握
で
き
な
い
と
の
答
弁
で
す
が
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
、
家
庭
内
・
職
場
・

学
校
や
保
育
園
で
の
感
染
が
多
い
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

全
国
で
も
知
立
市
で
も
感
染
者
が
第

６
波
の
倍
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ば
、
感
染
が
抑
え

ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
の
で
は
と
の
質
問

に
、
「
潜
伏
期
間
が
短
く
伝
播
性
が
高

い
変
異
株
に
変
異
し
た
め
だ
。
ワ
ク
チ

ン
は
絶
対
的
で
は
な
い
。
有
効
期
間
が

短
い
が
重
症
化
は
抑
え
ら
れ
る
」
と
答

弁
。
第
６
波
ま
で
と
の
大
き
な
違
い
は
、

行
動
抑
制
を
な
く
し
て
、
祭
り
、
旅
行

な
ど
を
行
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。
知

立
市
で
は
８
月
20
日
に
「
よ
い
と
こ
祭

り
」
を
行
い
、
前
週
の
水
曜
日
に
81
人

の
感
染
者
が
翌
週
の
23
日
に
は
２
１
０

人
に
。
こ
の
傾
向
は
三
好
市
、
刈
谷
市

で
も
同
傾
向
で
す
。
飲
食
ブ
ー
ス
で
、

大
勢
の
人
が
談
笑
し
な
が
ら
の
飲
食
で

ば
結
果
は
明
ら
か
。
教
訓
は
生
か
す
べ

き
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
マ
ス
ク
、
換
気
、
検
温

な
ど
で
は
、
第
８
波
を
押
さ
え
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
感
染
拡
大

の
要
因
と
し
て
無
症
状
の
陽
性
者
か
ら

の
感
染
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

病
院
で
は
症
状
が
あ
る
人
し
か
検
査
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
県
の
検
査
無
料
化
事

業
で
は
逆
に
症
状
の
あ
る
人
は
検
査
せ

ず
、
無
症
状
の
人
だ
け
が
検
査
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
検
査
で
陽
性
判
定
さ
れ
た

人
は
、
再
度
病
院
で
検
査
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
ま
す
。
検
査
体
制
を
拡
充
し
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何
度
で
も
検

査
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
無
症
状
の
感

染
者
を
発
見
し
、
保
護
・
隔
離
す
る
施

策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

21
年
7
月
理
化
学
研
究
所
が
発
表
し

た
論
文
「
紫
外
線
照
射
に
よ
る
新
型
ウ

イ
ル
ス
不
活
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
結

論
部
分
は
、
紫
外
線
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス

不
活
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
初
め
て
立
証

さ
れ
、
変
異
株
や
他
の
ウ
イ
ル
ス
に
も

有
効
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

紫
外
線
照
射
装
置
を
空
調
機
や
空
気
清

浄
機
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
窓
を

開
け
な
く
て
も
ウ
イ
ル
ス
を
不
活
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
活
用
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

昭
和
地
域
東
側
の
踏
切
、
新
安
城
10

号
踏
切
は
、
踏
切
の
幅
が
狭
く
歩
道
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
踏
切
は
小
学
生
の

通
学
路
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
近
年
、

薬
局
が
で
き
た
た
め
、
近
所
の
高
齢
者

も
頻
繁
に
通
行
し
て
い
ま
す
。
朝
の
通

学
時
間
帯
は
、
踏
切
前
後
は
ひ
ど
い
渋

滞
に
な
り
ま
す
。
遮
断
機
が
上
が
る
と

車
・
自
転
車
・
児
童
生
徒
が
一
斉
に
踏

切
を
渡
る
た
め
、
小
さ
な
事
故
は
よ
く

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
共
産
党
議
員
が

何
回
も
議
会
で
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

つ
い
に
、
22
年
度
予
算
で
や
っ
と
調
査

費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
、
調
査
内
容
の
質
問
に
、

踏
切
遮
断
時
間
、
交
通
量
、
渋
滞
の
長

さ
な
ど
、
踏
切
の
危
険
度
を
調
べ
て
、

課
題
を
抽
出
、
方
針
を
検
討
す
る
も
の

と
の
答
弁
。
調
査
の
結
果
、
踏
切
の
危

険
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
危
険
踏
切
と

認
定
さ
れ
、
改
善
事
業
は
国
の
補
助
対

象
に
な
り
ま
す
。
調
査
は
10
月
６
日

（
木
）
午
前
５
時
か
ら
翌
朝
ま
で
行
う

こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
ま

し
た
。
一
刻

も
早
く
、
改

善
が
期
待
さ

れ
ま
す
。


